
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市立与野南小学校 

保健室 

令和８年３月２日（月） 

やわらかい日
ひ

差
ざ

しに、少
すこ

しずつ春
はる

の気配
け は い

を感
かん

じるようになってきました。１年
ねん

間
かん

、

みなさんはたくさん遊
あそ

んで、たくさん学
まな

んで、心
こころ

も体
からだ

も大
おお

きく成長
せいちょう

しましたね。 

いよいよ今年度
こんねんど

もまとめの時期
じ き

です。今
いま

の自分
じ ぶ ん

の体
からだ

のこと、生活
せいかつ

のことをふり返
かえ

り、

４月
がつ

から気持
き も

ちよく新
あたら

しい学年
がくねん

をむかえられるようにしましょう。 

 

学校でのけがで 

医療機関を受診した人 
 

医療費の申請はお済みで

すか？まだの方は書類の

提出をお願いします。 

９６５ ３３０ ７ 

保健室
ほ け ん し つ

利用者数
り よ う し ゃ す う

 

（2／2７現在
げんざい

） 

 

健康
けんこう

生活
せいかつ

を 

ふりかえろう 

1年間
ねんかん

の自分
じ ぶ ん

をふり返
かえ

っ

て、「できたこと」「これ

からがんばりたいこと」

を見
み

つけてみましょう。 

来年
らいねん

の自分
じ ぶ ん

のステップ

アップにつながります！ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健関係の書類を返却します 

６年生 ：緊急連絡票を返却します。こちらは小学校までの様式となります。 

      その他の書類は進学先に学校間で引き継ぎます。 
 

１～５年生：修了式の日に専用封筒に入れ、書類一式を返却します。 

（新４年生は心臓検診問診票、色覚検診申込書も同封） 

春休みのうちに記入例等を参考に必要事項を記載し、専用封筒に入れ 

４月１０日（金）にお子さまを通して御提出ください。 
 

番号について  令和 6年度から、保健関係書類も男女混合の番号で管理しています。 

番号の欄は全て男女混合の番号の記載をお願いいたします。 

＊新１・4年生に配布の心臓検診問診票のみ男女別の番号となります。 

👂耳
みみ

の日
ひ

って知
し

ってる？ 
3月

がつ

3日
か

は「みみの日
ひ

」です。 

耳
みみ

の大切
たいせつ

さを考
かんが

える日
ひ

として作
つく

られました。 



学校保健委員会を開催しました 
 

１月２１日（水）に令和７年度学校保健委員会を開催しました。今回は、助産師の田川智美様を講師にお迎えし

て、「今日からできるおうち性教育」をテーマに講話をしていただきました。講話では、子どもの成長に応じた家

庭での性に関する伝え方や、性教育を「特別な授業」ではなく、日々の生活の中で積み重ねていく“生きること

そのものの学び”として捉えることの大切さを教えていただきました。 
 

～講話「今日からできるおうち性教育」より～ 

 性教育というと「体の成長」や「赤ちゃんの話」が中心と思われがちですが、実際には、自分の体を知る

こと、相手を思いやること、困ったときに助けを求められる力を育てることなど、もっと広く“生きる

力”を支える学びです。 

 命の話の本質は、「あなたは自分の力で生まれてきた大切な存在だよ」という思いを伝えることが重要です。

“子ども自身が自分の存在を肯定できること”が、これからの成長の大きな支えになります。 

 今の子どもたちは、インターネットから多くの情報に触れています。困っているのは「知らないこと」では

なく、どれが正しい情報なのかわからないことです。だからこそ、大人が正しい知識を持ち、「困ったら聞

いていいんだよ」と伝えられる関係が、子どもたちの安心につながります。 

 性の話は、毎日のちょっとした出来事の中で体や気持ちについて少しずつ話していくことが、子どもが相談

しやすい土台作りになります。また、「男の子だから」「女の子だから」と決めつけないこと、「ふつう」の押

しつけで子どもをしばらないことも大切です。大人の何気ない言葉が、子どもの心に強く残ることがあるか

らです。 

 性教育に正解はありません。大人が一方的に“教える”ことではなく、“共に育む”という考え方が大切で

す。大人が共に学び続ける姿勢そのものが「性共育」なのです。 
 

「性共育」は、“不幸にならないための予防”でなく、“子どもが幸せになるた

めにあるもの”だと田川様はお話されました。今回の講話を通して、家庭と学校

が一緒に子どもたちの成長を支えていくことの大切さを強く感じました。 

 
 

２年生「わたしのたんじょう」 助産師による出張授業を行いました 
 

助産師さんに来校していただき、「いのちのはじまり」や、赤ちゃんがお腹の中で

どうやって大きくなっていくのか、赤ちゃんがどのようにして産まれてくるのか、

などについてお話をしていただきました。自分たちが、とても小さな受精卵から命

が始まり、お腹の中で成長して、生まれてきたことに、とても驚いていました。 

 

赤ちゃん人形を抱っこしたり、お腹の中の羊水の温度を触ってみたり、 

赤ちゃんの心臓の音や泣き声を聞いたり、たくさんの経験をすることができました。 

ぜひ、御家庭でも性に関するお話のきっかけにしていただければと思います。 

 

－保護者の皆様－ 
今年度も学校保健への御理解・御協力ありがとうございました。 
特に子どもたちの体調面では、規則正しい生活、日々の健康観察や体調不良時の速やかなお迎え等、お忙しい

中御協力いただきありがとうございました。今後も子どもたちの心身の健康、成長のために尽くしていきたいと

思います。御協力をよろしくお願いいたします。 


